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〈
資
料
報
告
〉

相
島
通
信
使
関
連
史
跡
調
査
の
近
年
の
成
果

―
享
保
四
年
七
月
二
十
四
日
大
風
破
船
・
溺
死
事
故
を
中
心
に
―

今

村

公

亮

は
じ
め
に

　

江
戸
時
代
、
福
岡
藩
相
島
に
は
十
一
回
、
朝
鮮
通
信
使
が
来
島
し

て
い
る
が
現
代
の
島
民
に
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。
相
島
の
通

信
使
関
連
で
現
存
し
て
い
る
史
跡
は
、
通
信
使
揚
陸
の
波
止
場
、
客

館
跡
地
、
井
戸
等
の
僅
か
で
あ
る
。
過
去
の
研
究
は
、
相
島
の
通
信

使
論
に
つ
い
て
は
大
正
時
代
に
藤
井
甚
太
郎（

１
）が
、
戦
後
で
は
三
宅
英

利（
２
）な
ど
が
見
ら
れ
る
。『
福
岡
県
史（
３
）』
や
『
新
宮
町
誌（
４
）』
に
は
、
饗

応
の
準
備
や
迎
護
、
学
者
同
士
の
文
化
交
流
が
主
だ
が
、
高
田
茂
廣

の
研
究
紹
介（

５
）等
あ
る
。

　

ま
た
『
福
岡
藩
朝
鮮
通
信
使
記
録（

６
）』
十
三
巻
が
福
岡
地
方
史
研
究

会
古
文
書
を
読
む
会
か
ら
刊
行
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
新
宮
町
『
客

館
跡
地
発
掘
調
査
報
告
書（

７
）』
も
あ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
本
来
は
も

っ
と
知
ら
れ
て
も
よ
い
筈
で
あ
る
。

　

そ
れ
ら
を
概
観
す
る
と
、
相
島
島
民
や
領
民
（
庄
屋
）
の
一
次
史

料
か
ら
の
言
及
は
極
め
て
少
な
い
。

　

二
〇
一
〇
年
十
一
月
、
縁
地
連
朝
鮮
通
信
使
十
七
回
大
会
が
新
宮

町
で
開
催
さ
れ
た
が
、
そ
の
前
に
当
時
の
朝
鮮
通
信
使
関
連
の
遺
物

に
つ
い
て
相
島
歴
史
の
会（

８
）と
し
て
、
調
査
を
行
い
百
合
越
浜
の
三
体

の
地
蔵
と
石
碑
に
着
目
し
た
。
こ
れ
ま
で
『
新
宮
町
誌
』
に
「
百
合

越
浜
の
地
蔵
前
の
石
碑
は
風
化
し
て
文
字
が
読
め
ず
、
名
称
・
由
来

・
ま
つ
ら
れ
始
め
た
年
代
も
不
明
」
と
あ
っ
た
が
、
Ｓ
氏
と
よ
く
見

る
と
、
碑
文
に
人
の
数
な
ど
の
文
字
が
見
え
る
。
後
日
、
こ
の
拓
本

を
Ｈ
氏
と
採
っ
た
と
こ
ろ
朝
鮮
通
信
使
関
連
の
供
養
碑
の
可
能
性
が

高
ま
っ
た
。
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玄
界
灘
で
の
通
信
使
迎
護
中
に
は
他
に
も
頻
繁
に
海
難
事
故
が
起

き
て
い
る
。
な
か
で
も
宝
暦
十
四
年
（
一
七
六
四
）
の
副
使
船
が
岸

壁
に
激
突
し
、
一
時
は
誘
導
を
め
ぐ
り
通
信
使
の
正
使
と
福
岡
藩
と

が
険
悪
に
な
る
事
故
も
あ
っ
た
。
今
回
と
り
あ
げ
る
享
保
四
年
（
一

七
一
九
）
通
信
使
迎
護
準
備
中
の
日
本
人
が
大
風
に
よ
る
破
船
で
六

十
一
名
も
溺
死
し
た
大
災
害
で
あ
る
。

　

こ
の
件
に
つ
い
て
は
「
研
究
部
会
報
」
十
四
号
と
十
六
号
に
発
表

し
た
が
、
今
回
は
新
規
解
釈
を
含
め
纏
め
て
報
告
す
る
。

　

従
来
相
島
の
神
宮
寺
に
は
通
信
使
関
連
遺
物
は
な
い
と
い
わ
れ
て

き
た
が
、
今
回
の
拓
本
採
り
が
契
機
と
な
り
、
次
々
に
朝
鮮
通
信
使

関
連
の
遺
物
が
発
見
さ
れ
た（

９
）。

　

そ
れ
ら
の
調
査
か
ら
、
朝
鮮
通
信
使
迎
護
や
接
待
に
領
民
も
深
く

携
わ
っ
て
い
た
こ
と
や
、
こ
の
事
故
の
供
養
も
「
流
れ
灌
頂
」
と
し

て
現
在
ま
で
継
続
さ
れ
て
い
た
と
、
確
認
で
き
た
の
は
意
義
深
い
と

思
う（

（（
（

。

　

今
回
の
調
査
で
、
当
時
の
相
島
島
民
が
通
信
使
応
接
を
ど
の
よ
う

に
支
え
た
の
か
、
ま
た
準
備
中
の
不
慮
の
溺
死
事
故
を
追
悼
し
、
そ

の
供
養
を
如
何
に
対
応
し
て
き
た
の
か
、
福
岡
藩
と
し
て
ど
の
よ
う

な
配
慮
を
し
た
か
、
そ
れ
を
多
角
的
に
考
察
す
る
。

　

ま
た
、
福
岡
藩
と
し
て
享
保
四
年
の
大
風
に
よ
る
大
災
害
を
幕
府

や
各
藩
へ
如
何
な
る
形
で
報
告
し
た
の
だ
ろ
う
か
、
危
機
管
理
面
か

ら
み
て
そ
の
実
相
に
迫
り
た
い
。

石
碑
・
台
座
の
拓
本
採
り

　

百
合
越
浜
の
石
碑

と
地
蔵
は
従
来
島
民

の
云
い
伝
え
で
蒙
古

（
元
寇
の
際
の
元
の

人
々
）
の
墓
で
は
と

か
、
ま
た
横
死
人
の

墓
で
は
、
と
云
わ
れ

通
信
使
と
の
関
係
は

全
く
考
慮
さ
れ
て
こ

な
か
っ
た
。
ま
た
島

人
は
病
気
に
霊
験
あ

る
と
い
う
地
蔵
信
仰

で
毎
月
二
十
四
日
に
お
詣
り
し
て
い
る
。
こ
の
石
碑
の
碑
文
に
人
の

数
な
ど
が
一
部
見
え
た
た
め
、
供
養
の
た
め
の
建
立
で
は
と
推
察
し

拓
本
採
り
を
行
っ
た（

（（
（

。

　

予
想
し
た
通
り
「
韓
使
来
聘
」
の
四
文
字
が
読
み
取
れ
、
享
保
四

年
七
月
二
十
四
日
、
通
信
使
一
行
の
迎
護
準
備
中
の
溺
死
者
に
間
違

い
な
い
こ
と
が
判
明
し
た
。
以
下
そ
れ
を
検
証
し
て
い
き
た
い
。

百合越浜の全景（石碑・地蔵）
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（
１
）
石
碑
…
百
合
越
浜
に
位
置
す
る
、
前
に
地
蔵
三
体
あ
り

　
　
　
　
　
　
　
　

高
さ　

約
一
米
、
周　

一
・
〇
六
米

　
　
　
　

碑
文
…
表　

「
合
葬
舟
人
墓
」

　
　
　
　
　
　
　

裏

　
　
　
　
　
　
　

（
左
記
割
）

　
　
　
　
　
　
　

「
□
□
一
人
浦
出
者
八
人
市
出
廿
四
人
縣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
十
八
人

　
　
　
　
　
　
　
　

□
茲
韓
使
来
聘
時
行
前
倒
舟
人
子
来
浦
長
及

　
　
　
　
　
　
　
　

□
□
之
長
追
念
往
事
之
惨
毒
建
石
勒
之
云

　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
年
三
月　
　

玉
山　

書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

施
主
浦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

触
口
庄
屋
才
□
中（

（（
（

」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
ョ
ウ
（
料
）

　

一
部
に
経
年
劣
化
の
石
の
剥
離
が
あ
る
が
、
そ
の
読
解
を
試
み
た

い
。「

侍
拾
一
人
、
浦
出
者
八
人
、
市
出
廿
四
人
、
縣
出
十
八
人
、

茲
に
朝
鮮
通
信
使
来
聘
の
準
備
中
に
倒
れ
（
事
故
）、
舟
人
の

子
孫
、
浦
の
長
（
触
口
・
庄
屋
）、
市
の
長
（
年
行
司
）
な
ど

が
往
時
の
惨
毒
を
追
念
し
石
を
建
て
こ
れ
に
刻
み
云
う
。

五
年
三
月
に
碑
を
建
立
し
た
。

碑
文
は
玉
山
、
施
主
は
浦
の
触
口
、
庄
屋
、
才
料
（
賛
同
者
）

で
あ
る
」

溺
死
者
は
合
計
六
十
一
人
で
あ
る
。
残
念
な
が
ら
五
年
の
上
に

干
支
が
存
在
し
た
の
か
、
石
碑
の
現
状
か
ら
は
不
明
で
あ
る
。

　

（
２
）
台
座
…
石
碑
の
側
に
殆
ど
埋
も
れ
て
い
た
が
掘
り
起
し
拓

本
を
採
る
と
左
記
の
文
字
が
判
読
で
き
た（

（（
（

。

　
　
　
　
　
　
　

「
享
保
四
年
己
亥
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

七
月
二
十
四
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

風
波
茲
死
人
□

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

□
□
為
□
□
」

　

こ
の
台
座
に
は
現
存
す
る
三
体
の
地
蔵
の
一
体
、
ま
た
は
五
輪
の

塔
が
乗
っ
て
い
た
の
で
は
と
思
わ
れ
る
。
一
部
に
蓮
の
形
状
を
し
た

石碑
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石
が
既
に
風
化
、
ま
た

は
意
図
的
か
否
か
は
不

明
だ
が
二
つ
に
割
れ
て

い
る
。
台
座
の
材
質
も

玄
武
岩
の
よ
う
で
か
な

り
劣
化
・
剥
離
し
か
け

て
お
り
上
記
の
文
字
が

見
え
な
く
な
る
の
も
そ

う
遠
く
な
い
。
事
故
の

詳
細
は
上
記
の
文
字
で

明
瞭
だ
が
建
立
時
期
に

関
す
る
年
号
は
見
当
た

ら
な
い
。

第
一
章　

享
保
四
年
大
風
破
船
・
溺
死
災
害

　

先
に
拓
本
採
り
の
経
緯
を
説
明
し
た
が
、
拓
本
の
碑
文
か
ら
享
保

四
年
大
風
破
船
災
害
の
供
養
に
間
違
い
な
い
と
確
信
で
き
た
。
福
岡

藩
や
庄
屋
な
ど
の
記
録
か
ら
当
時
の
背
景
を
追
っ
て
み
る
。

　

享
保
度
の
通
信
使
は
相
島
へ
の
着
船
は
当
初
六
月
頃
の
予
定
で
あ

っ
た
が
、
天
候
や
風
が
不
順
で
大
幅
に
遅
れ
、
通
信
使
一
行
は
付
き

添
い
の
藩
主
宗
対
馬
守
と
壱
岐
に
十
日
ほ
ど
滞
在
し
、
そ
こ
で
も
福

岡
藩
同
様
に
大
風
の
被
害
に
遭
遇
し
て
い
た
。

　

（
１
）
福
岡
藩
、
事
故
概
要
と
対
馬
藩
へ
の
連
絡

　

第
九
次
享
保
度
の
通
信
使
一
行
が
壱
岐
で
風
待
ち
し
て
い
る
七
月

廿
四
日
に
事
故
は
起
き
た
。
こ
の
日
は
朝
よ
り
風
強
く
、
そ
の
後
激

し
さ
を
増
し
客
館
、
波
止
、
民
家
も
破
損
、
迎
護
準
備
中
の
船
四
十

一
艘
が
破
船
し
、六
十
一
名
が
溺
死
す
る
痛
ま
し
い
事
故
と
な
っ
た
。

　

『
福
岡
藩
朝
鮮
通
信
使
記
録
』（
九
）「
享
保
四
己
亥　

朝
鮮
人
来

聘
記
五
」

「
於
藍
嶋
大
風
雨
信
使
屋
漕
用
船
等
破
損
之
次
第
宗
対
馬
守
殿
江

届
仕
候
事

　

附
江
戸
言
上

一　

於
藍
嶋
七
月
廿
四
日
朝
よ
り
風
立
小
雨
降
候
処
、
己
之
前

刻
よ
り
東
風
吹
出
、
其
後
風
雨
烈
未
之
刻
頃
西
風
ニ
変
シ
、

猶
又
風
浪
甚
、
信
使
屋
家
庇
廻
り
所
〻
吹
破
惣
囲
吹
倒
其

外
表
波
戸
先
五
六
間
打
崩
、
漕
用
之
船
ホ
数
艘
破
損
、
民

家
も
少
〻
及
破
壊
申
刻
至
而
風
波
静
ニ
成

　

右
の
福
岡
藩
朝
鮮
通
信
使
記
録
（
九
）『
享
保
四
己
亥　

朝
鮮
人

台座
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来
聘
記
五
』
に
よ
る
と
、
廿
四
日
事
故
発
生
後
、
翌
廿
五
日
、
福
岡

藩
は
直
ち
に
占
部
傳
太
夫
に
家
老
黒
田
靱
負
の
書
状
を
持
た
せ
壱
岐

の
対
馬
守
家
老
へ
届
け
る
べ
く
早
船
派
遣
、
そ
の
書
状
に
は
客
館
、

対
馬
衆
宿
泊
の
民
家
、
波
止
な
ど
の
施
設
、
船
の
破
損
数
、
な
ら
び

に
溺
死
人
数
な
ど
詳
細
に
報
告
し
て
い
る
。
こ
の
情
報
は
同
じ
タ
イ

ミ
ン
グ
で
江
戸
詰
め
の
福
岡
藩
家
老
経
由
で
、
江
戸
家
老
に
急
報
さ

れ
て
い
る（

（（
（

。

「　
　
　
　
　
　

対
馬
守
殿
家
老
中
江
書
状
控

一
筆
啓
上
候

対
馬
守
様
益
々
御
機
嫌
能
朝
鮮
信
使
御
同
道
、
去
十
九
日
壱
州

迄
御
渡
海
被
成
候
旨
、
奉
恐
悦
候
、
然
者
昨
廿
四
日
当
地
以
之

外
風
雨
烈
候
、
其
表
別
条
無
御
座
候
哉
、
依
之
御
容
体
為
可
奉

伺
、
各
様
迄
如
斯
御
座
候　

恐
惶
謹
言

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

黒
田
靱
負（

（（
（

　
　
　
　

七
月
廿
五
日

　
　
　

杉　

村　

采　

女　

様

　
　
　

杉
村
三
郎
左
衛
門　

様

　
　
　

大
浦　

忠
左
衛
門　

様

　
　
　

追
啓　
　

此
辺
近
年
之
大
風
雨
ニ
而
、
信
使
船
漕
用
差
出
置
候

関
船
等
数
艘
破
損
、
三
官
揚
陸
波
戸
、
信
使
屋
囲
幷
民
家
も

少
〻
致
破
壊
候
、
此
段
御
役
人
中
迄
其
表
差
越
候
様
、
申
遣
事

御
座
候
」

　

占
部
傳
太
夫
は
廿
六
日
に
壱
岐
到
着
、
対
馬
藩
家
老
に
書
状
を
手

渡
し
廿
九
日
に
藍
島
へ
帰
着
し
て
い
る
。
壱
岐
滞
在
の
対
馬
守
に
、

今
回
の
不
慮
の
事
故
の
復
旧
に
全
力
を
挙
げ
て
取
り
組
む
が
当
初
の

対
応
は
難
し
い
と
表
明
。
出
来
る
限
り
の
対
応
は
す
る
と
申
し
述
べ

て
い
る
。
こ
れ
に
続
き
対
馬
藩
家
老
は
、
大
風
の
こ
と
は
三
使
も
よ

く
存
じ
て
お
り
、
不
十
分
な
る
対
応
に
成
ら
ざ
る
を
得
な
い
時
は
対

馬
守
様
か
ら
先
方
に
伝
え
る
と
い
う
。
既
に
当
初
の
日
程
を
大
幅
に

延
引
し
て
お
り
、
順
風
・
潮
の
状
況
次
第
で
出
発
す
る
。
そ
の
旨
承

知
願
い
た
い
と
の
緊
迫
し
た
や
り
取
り
が
続
く
。
結
果
と
し
て
そ
の

後
も
天
候
不
順
で
相
島
着
は
八
月
一
日
と
な
り
、
福
岡
藩
に
と
っ
て

は
幸
い
で
あ
っ
た
。

　

そ
こ
で
対
馬
藩
の
享
保
度
の
記
録
を
見
て
み
る
。

　

右
記
に
福
岡
藩
か
ら
の
対
馬
藩
へ
の
報
告
内
容
に
つ
き
詳
述
し
て

い
る
の
で
、
対
馬
藩
の
記
録
も
当
然
な
が
ら
、
そ
れ
を
踏
襲
し
た
形

と
な
っ
て
い
る
。
左
記
の
肥
前
守
と
は
松
平
肥
前
守
（
黒
田
藩
主
）

の
こ
と
、
ま
た
溺
死
に
つ
い
て
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
が
迎
護
に
直
接

関
係
が
無
い
こ
と
に
よ
り
省
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
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「（
略
）
傳
太
夫
ゟ
申
聞
候
者
一
昨
日
廿
四
日
風
波
強
藍
嶋
差
越

置
候
肥
前
守
手
船
其
外
小
船
と
も
ニ
数
艘
致
破
損
客
館
之
壁
屋

祢
廻
り
波
戸
場
茂
損
し
其
外
民
家
等
及
破
損
候
由
申
越
候（
略
）」

　

（
２
）
江
戸
・
他
藩
へ
の
報
告
と
そ
の
伝
わ
り
方

　

江
戸
へ
の
言
上
は
江
戸
詰
め
の
福
岡
藩
家
老
を
通
じ
て
、
七
月
廿

五
日
に
三
度
に
亘
り
、
壱
岐
滞
在
の
対
馬
守
宛
書
状
で
よ
り
詳
し
く

報
告
し
て
い
る（

（（
（

。そ
れ
に
よ
れ
ば
、『
福
岡
藩
朝
鮮
通
信
使
記
録
』（
九
）

「
享
保
四
己
亥　

朝
鮮
人
来
聘
記
五
」
の
記
述
と
類
似
し
て
お
り
、

溺
死
の
件
に
つ
い
て
は
「
数
艘
之
破
損
乗
組
之
者
も
大
勢
相
事
候
ヘ

ハ　

略
」
と
記
し
、
身
内
ゆ
え
へ
の
文
書
だ
ろ
う
か
、
事
故
を
克
明

に
報
告
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
福
岡
藩
よ
り
江
戸
詰
め
の
み
で
な
く
大
坂
留
守
居
や
次
の

接
待
藩
で
あ
る
萩
藩
、
岩
国
藩
に
も
今
回
の
大
風
災
害
を
同
様
に
伝

え
て
お
り
、
以
下
各
藩
の
反
応
を
記
す
る
。

　

ア
．
岩
国
藩

　

岩
国
徴
古
館
所
蔵
の
享
保
度
の
文
書
を
調
査
し
た
結
果（

（（
（

、
大

風
破
損
に
関
す
る
災
害
の
興
味
深
い
記
述
が
二
ヵ
所
あ
っ
た
。

岩
国
藩
は
福
岡
藩
に
通
信
使
来
聘
の
た
び
、
下
行
の
仕
方
（
饗

応
）
に
つ
き
毎
回
聞
合
せ
の
関
係
者
を
派
遣
し
て
い
た
。
そ
の

経
路
が
あ
っ
た
た
め
か
、
福
岡
藩
は
こ
の
災
害
情
報
を
統
制
し

た
筈
に
も
拘
わ
ら
ず
、被
害
状
況
が
よ
り
多
く
伝
わ
っ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
は
他
藩
（
岩
国
・
萩
・
広
島
等
）
へ
は
必
要
最
小
限

の
情
報
で
あ
っ
た
と
お
も
わ
れ
、た
と
え
ば
次
の
通
り
で
あ
る
。

八
月
一
日

「（
略
）
大
風
雨
ニ
而
藍
嶋
地
嶋
船
数
百
余
艘
致
破
損
之
由
人

茂
弐
百
人
餘
茂
不
相
見
之
由
候
（
略
）」

　

災
害
情
報
の
第
二
報
は
八
月
七
日
に
次
の
よ
う
に
記
し
て
い

る
。「（

略
）
六
拾
三
艘
破
損
侍
下
〻
船
子
ニ
至
迄
九
拾
参
人
流

失
之
由
因
茲
船
数
請
仕
出
（
略
）」

　

こ
れ
に
よ
れ
ば
破
損
の
船
数
、
お
よ
び
溺
死
者　

最
初
の
弐

百
人
余
か
ら
九
拾
参
人
、
船
破
損
は
数
百
余
か
ら
六
十
三
艘
と

実
際
の
数
に
近
づ
き
つ
つ
あ
る
が
、
当
時
の
混
乱
ぶ
り
が
窺
え

る
。

　

イ
．
萩
藩

　

萩
藩
の
享
保
度
の
事
故
の
記
録
は
現
時
点
で
は
見
つ
か
ら
な

い
。
福
岡
藩
よ
り
事
故
の
概
要
を
伝
え
て
い
た
た
め
、
毛
利
伊
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豆
の
名
で
黒
田
靱
負
へ
七
月
二
十
七
日
、
見
舞
書
状
を
差
し
出

し
て
い
た
こ
と
が
『
福
岡
藩
朝
鮮
通
信
使
記
録
』（
九
）「
享
保

四
己
亥　

朝
鮮
人
来
聘
記
五
」
に
見
え
る
。

　

ウ
．
松
浦
藩

　

壱
岐
で
対
馬
藩
主
と
通
信
使
一
行
を
饗
応
を
分
担
し
て
い
た

の
で
、
福
岡
藩
か
ら
逐
一
連
絡
は
承
知
し
て
い
た
。

　

萩
藩
同
様
に
見
舞
の
書
状
が
八
月
十
二
日
に
松
浦
主
鈴
よ
り

黒
田
靱
負
へ
差
し
出
さ
れ
た
こ
と
は
『
福
岡
藩
朝
鮮
通
信
使
記

録
』（
九
）「
享
保
四
己
亥　

朝
鮮
人
来
聘
記
五
」
に
見
え
る
。

第
二
章　

遭
難
の
記
録
と
供
養
事
例

　

玄
海
灘
に
面
す
る
福
岡
藩
で
は
多
く
の
加
子
が
溺
死
す
る
事
故
が

続
発
し
、
福
岡
藩
、
領
民
が
供
養
し
て
い
た
事
例
が
あ
っ
た
。

　　

（
１
）
事
故
の
記
録

　

当
時
の
各
記
録
を
記
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
違
い
を
考
察
す
る
。

　

合
計
六
十
一
人
は
い
ず
れ
の
記
録
と
も
合
致
す
る
が
、
侍
関
連

溺
死
者
の
人
数
が
横
大
路
家
『
大
庄
屋
留
書
』
で
は
十
一
人
、
他

の
記
録
は
総
て
十
二
人
と
齟
齬
が
あ
る
。
こ
の
齟
齬
の
因
は
揖
取

・
御
手
加
子　

五
人
を
横
大
路
家
『
大
庄
屋
留
書
』
で
は
四
人
と

見
間
違
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　
　

ア
．
横
大
路
家
『
大
庄
屋
留
書（

（（
（

』

　
　
　

当
時
の
裏
粕
屋
郡
の
大
庄
屋
横
大
路
家
の
記
録

　
　
　
　

享
保
四
年
大
風　

水
夫
等
死
ス
の
見
出
し

「（
略
）
同
廿
四
日
朝
五
ツ
時
ゟ
東
風
起
り
大
風
吹
御
木
屋

之
内
少
〻
破
損
、
其
外
相
之
嶋
家
転
家
吹
破
御
船
拾
四
艘
詰

舟
之
内
八
艘
破
損
、
御
梶
取
其
他
御
扶
持
人
拾
壱
人
・
御
郡

水
夫
拾
八
人
・
御
町
水
夫
弐
拾
四
人
・
御
浦
水
夫
八
人
〆
六

拾
壱
人
死
ス
（
略
）」

同
は
亥
ノ
七
月
を
示
す

つ
ま
り　

拾
壱
人
＋
拾
八
人
＋
弐
拾
四
人
＋
八
人
＝
六
拾
壱

人
イ
．『
福
岡
藩
朝
鮮
通
信
使
記
録
』（
九
）「
享
保
四
己
亥　

朝

鮮
人
来
聘
記
五
」

　
　
　
　

「
溺
死
之
分

　
　
　
　
　
　
　

御
船
頭　

藤
田　

権
平

　
　
　
　
　
　
　

御
矢
倉　

大
塚　

佐
左
衛
門
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御
矢
倉　

中
村　

八
三
郎

　
　
　
　
　
　
　

揖
取
・
御
手
加
子　
　

五
人

　
　
　
　
　
　
　

毛
利
又
兵
衛
家
来　

若
黨　

弐
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
者　

弐
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

水
夫
四
拾
九
人
」

　
　

ウ
．
黒
田
（
続
）
家
譜
巻
之
十
九

　
　
　
　
　

大
筋
は
イ
と
同
じ
で
あ
る
。

　
　

エ
．
長
野
日
記
・
・
・
詳
細
な
事
故
の
記
録
あ
り

　

筆
者
の
黒
田
藩
家
臣
、
長
野
源
太
夫
は
元
禄
九
年
（
一
六

九
六
）
家
督
を
相
続
し
、
無
足
組
拾
五
石
扶
持
を
給
さ
れ
本

丸
玄
関
番
と
な
り
、
元
禄
十
一
年
（
一
六
九
八
）
に
右
筆
所

見
習
い
、
そ
の
後
変
遷
し
享
保
五
年
右
筆
頭
取
に
昇
進
し
、

享
保
二
十
一
年
（
一
七
三
六
）
に
没
す
。

　

「
大
風　

朝
鮮
人
来
朝
に
付
き　

相
島
詰
の
船
破
損
」
の

見
出
し
で
は
じ
ま
り
、
あ
と
は
船
の
明
細
と
乗
組
員
名
な
ど

イ
の
『
福
岡
藩
朝
鮮
通
信
使
記
録
（
九
）』
と
ほ
ぼ
同
じ
で

あ
る
。
特
筆
は
「
末
々
之
死
骸
ハ
藍
島
ヘ
葬
候
事
」
と
書
か

れ
て
お
り
、
埋
葬
場
所
が
明
確
に
藍
島
と
記
さ
れ
て
い
る
の

は
『
長
野
日
記
』
の
み
で
あ
る
。

オ
．
吉
田
家
伝
録
…
吉
田
治
年
勤
事
之
章　

十
二　

に
事
故
の

記
録
あ
り

　

著
者
は
黒
田
藩
家
臣
、
吉
田
式
部
治
年
。
万
治
三
年
（
一

六
六
〇
）
生
ま
れ
、
享
保
六
年
（
一
七
二
一
）
退
隠
。
見
出

し
に
「
大
風
藍
島
ノ
諸
船
破
損
六
十
一
人
溺
死
」
と
あ
り
内

容
は
概
ね
イ
と
同
じ
で
あ
る
。

　
　

カ
．
安
見
鼎
臣
弼
集
録　

黒
田
家
譜
早
鑑

　

安
見
鼎
臣
弼
は
正
徳
四
年
（
一
七
一
四
）
生
ま
れ
、
寛
政

五
年
（
一
七
九
三
）
没
す
。
黒
田
藩
家
臣
で
無
足
組
。「
相

島
大
風
破
船
」
の
見
出
し
、
船
の
明
細
と
乗
組
員
氏
名
な
ど

は
イ
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
が
、
水
夫
の
数
が
明
確
に
記
さ
れ

て
い
な
い
。
舵
取
り
の
五
人
（
六
兵
衛
・
徳
兵
衛
・
次
四
朗

・
甚
吉
・
源
内
）
の
記
述
が
あ
る
の
は
こ
の
記
録
の
み
で
あ

る
。

　
　

キ
．
近
世
博
多
家
伝
録

　

礒
野
五
兵
衛
は
『
博
多
津
要
録（

（（
（

』
を
著
し
た
原
田
安
信
と

同
じ
博
多
の
年
行
司
を
勤
め
た
。
溺
死
者
は
六
十
～
七
十
と

幅
あ
り
。
下
人
を
連
れ
官
人
見
物
し
、
通
信
使
の
上
官
に
書

を
頂
い
た
と
記
し
て
い
る
。『
博
多
津
要
録
』
に
は
享
保
度

の
通
信
使
来
聘
に
つ
い
て
の
記
述
は
あ
る
が
、
こ
の
大
風
災
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害
は
な
ぜ
か
記
述
さ
れ
て
い
な
い
。

「
大
風
、
相
嶋
官
人
」
が
見
出
し

「
亥
七
月
廿
四
日
朝
ゟ
少
々
吹
出
シ
昼
九
ツ
八
迄
大
風
に

成
、
家
敷
吹
こ
ろ
ひ
、
相
嶋
官
人
参
ニ
付
御
家
中
皆
々
御

出
、
御
船
そ
ん
し
、
人
六
十
、
七
拾
人
そ
ん
し
申
候
」

（
同
八
月
九
日
ニ
、
官
人
見
物
ニ
相
嶋
ヘ
参
、
津
や
崎
ヘ

参
、
同
所
ゟ
又
七
と
申
同
道
ニ
而
相
嶋
へ
渡
リ
、
拙
者
、

す
し
弥
兵
、
此
方
下
人
清
八
召
連
十
二
日
罷
帰
、
官
人

上
官
ゟ
大
文
字
月
□
と
申
官
人
ゟ
申
請
此
方
へ
有
、
官

人
此
時
に
見
当
）

　

以
上
見
て
き
た
七
つ
の
記
録
に
事
故
の
記
述
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
大
災
害
で
あ
っ
た
こ
と
に
は
間
違
い
な
い
。
然
し
な

が
ら
後
の
石
碑
建
立
、
合
同
位
牌
、
扁
額
、
施
餓
鬼
供
養
料

な
ど
の
記
述
は
見
当
た
ら
な
い
。

　

領
民
の
犠
牲
に
つ
い
て
述
べ
た
の
は
、ア
の
横
大
路
家『
大

庄
屋
留
書
』
の
み
で
あ
る
。

　

各
史
料
を
比
較
す
る
と
溺
死
者
の
数
は
合
致
し
て
い
る
が

表
現
が
微
妙
に
違
う
。
し
か
し
石
碑
の
原
文
か
ら
考
察
す
れ

ば
横
大
路
家
『
大
庄
屋
留
書
』
が
基
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は

間
違
い
な
い
。

　

（
２
）
天
明
二
年
供
養
塔
の
建
立

　

年
々
破
船
が
多
発
す
る
な
か
溺
死
者
も
数
多
く
出
る
の
で
、
そ
の

供
養
の
た
め
に
上
浦
と
下
浦
の
二
ヵ
所
に
供
養
塔
の
建
立
願
い
を
大

庄
屋
か
ら
三
奉
行
へ
天
明
二
年
（
一
七
八
二
）
に
願
い
出
、
翌
春
三

月
に
建
立
し
た
、
と
福
岡
藩
御
用
帳（

（（
（

に
あ
る
。

「
御
領
海
風
波
御
座
候
節
ハ
自
他
之
船
必
破
船
仕
候
、
年
〻
溺

死
之
数
多
ニ
候
、
浦
人
他
方
江
罷
出
溺
死
仕
候
儀
も
多
く
有
之

候
、
当
秋
も
津
屋
崎
浦
之
者
六
人
、
残
島
之
者
他
方
へ
罷
出
六

人
溺
死
仕
候
、
溺
死
仕
此
外
ニ
も
一
両
人
も
候
、
左
候
得
ハ
上

浦
、
下
浦
ニ
一
ケ
所
充
小
キ
墓
築
キ
、
溺
死
者
之
供
養
為
仕
候
、

大
庄
屋
共
相
願
候
場
所
ハ
上
浦
鐘
崎
浦
、
江
口
浦
之
間
ニ
一
ケ

所
、
下
浦
野
北
浦
ニ
一
ケ
所
、
右
ハ
上
下
浦
中
央
ニ
相
当
候
、

僧
一
両
人
相
招
供
養
為
仕
、
右
入
用
銀
鑱
之
儀
ニ
御
座
候
、
浦

溜
ゟ
取
斗
候
様
可
仕
旨
相
伺
之

　

右
月
番
伊
織
承
届
、
伺
之
通
可
被
申
付
旨
浦
奉
行
江
及
口
達

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
二
月
七
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

町
奉
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

郡
奉
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浦
奉
行　
　

」

　

そ
の
場
所
を
二
〇
一
二
年
秋
に
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
二
ヵ
所
と
も
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確
認
出
来
た
。
当
時
福
岡
藩
は
浦
を
上
・
下
に
分
け
て
い
た
。
上
浦

は
鐘
崎
と
江
口
の
間
、
津
屋
崎
の
海
岸
、
松
林
の
中
（
現 

東
海
水

浴
場
）
に
、
下
浦
は
糸
島
の
野
北
海
岸
港
傍
に
あ
っ
た
が
、
一
九
六

〇
年
港
湾
埋
立
て
に
よ
り
戒
宝
寺
の
納
骨
堂
前
に
移
設
さ
れ
た
。

　

建
立
費
用
は
浦
溜（

（（
（

よ
り
充
当
し
て
い
る
。
建
立
す
る
に
も
役
所
へ

の
伺
い
が
必
要
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
供
養
塔
の
表
の
碑
文
は

「
法
華
塔
」、
裏
の
碑
文
は
、
亀
井
南
冥
の
弟
、
曇
栄
の
作
、
許
可

し
た
浦
奉
行
二
人
、
願
い
出
た
大
庄
屋
金
内
新
左
衛
門（

（（
（

、
入
庄
屋
勘

介
の
名
が
見
え
る
。
上
浦
は
確
認
出
来
た
が
下
浦
は
風
化
し
て
全
く

読
め
な
い
が
同
じ
文
面
と
思
わ
れ
る
。

　

上
浦
の
碑
文
か
ら
、
翌
年
の
天
明
三
年
（
一
七
八
三
）
三
月
に
建

立
し
、
文
政
元
年
（
一
八
一
八
）
に
石
垣
地
輪
（
台
座
）
を
新
し
く

設
置
し
法
華
塔
を
上
に
乗
せ
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

上
浦
・
下
浦
の
供
養
塔
の
碑
文
は
、
両
方
と
も
亀
井
曇
栄
の
作
と

思
わ
れ
る
が
、
下
浦
の
地
元
で
は
仙
厓
と
伝
え
ら
れ
、
島
の
人
々
は

上
浦
の
碑
は
「
大
塔
様
（
オ
オ
ト
ウ
サ
マ
）」
と
呼
び
、下
浦
は
「
オ

キ
ュ
ウ
ト
ウ
」
と
呼
ん
で
い
る
。（
寸
法
は
高
さ　

二
・
一
米
、

幅　

一
米
、
周　

一
・
八
米
）

　

こ
の
事
例
か
ら
当
時
こ
の
よ
う
な
供
養
を
す
る
風
潮
が
あ
っ
た
と

推
察
さ
れ
、
享
保
四
年
の
六
十
一
名
の
事
故
も
供
養
さ
れ
て
然
る
べ

き
だ
っ
た
だ
ろ
う
。
だ
が
藩
の
御
用
帳
を
調
査
す
る
も
見
い
出
し
え

て
い
な
い
。

第
三
章　

石
碑
建
立
時
期
の
考
察
（
遺
物
・
史
料
・
人
物
）

　

遺
物
・
史
料
・
人
物
か
ら
多
角
的
に
建
立
時
期
を
考
察
し
て
み
る
。

　

（
１
）
遺
物
・
史
料
か
ら
の
考
察

　
　

ア
．
碑
文

　

「
施
主　

触
口
庄
屋
才
料
中
」
の
触
口
の
文
字
か
ら
次
の

こ
と
が
い
え
る
。

　

浦
の
触
口
が
大
庄
屋
と
な
る
の
は
寛
延
三
年（
一
七
五
〇
）

以
降
で
あ
り
、
碑
文
の
触
口
か
ら
建
立
時
期
は
一
七
五
〇
年

よ
り
前
と
な
り
、
延
享
五
年
（
一
七
四
八
）
は
そ
の
触
口
で

あ
る
。

　

こ
の
時
の
触
口
は
金
内
新
左
衛
門
（
初
代
）、
相
島
の
庄

屋
は
惣
七
の
可
能
性
が
高
い
。

　
　

イ
．
合
同
位
牌

　

神
宮
寺
に
あ
る
木
板
（
高
さ
一
・
二
五
米
・
幅　

〇
・
三

米
）
に
彫
ら
れ
た
六
十
一
名
の
合
同
位
牌
も
、
今
回
の
拓
本

採
り
で
謂
れ
が
分
か
っ
た
。
そ
れ
ま
で
は
所
在
の
理
由
は
不
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明
で
あ
っ
た
。

　

戒
名
を
分
析
す
る
と
、
六
字
戒
名
が
八
人
、
四
字
戒
名
が

五
十
三
人
。
藩
関
係
の
武
士
八
人
が
六
字
戒
名
で
あ
り
、

「
宗
」・「
秋
」・「
了
」・「
西
」
な
ど
の
文
字
が
戒
名
に
多
く

用
い
ら
れ
て
い
る
。
士
分
と
水
夫
が
同
一
位
牌
に
刻
さ
れ
た

の
は
当
時
の
状
況
で
は
異
例
で
あ
る
。
ま
た
六
十
一
名
の
中

に
浄
土
真
宗
の
門
徒
で
あ
れ
ば
戒
名
の
前
に
必
ず
「
釈
」
が

あ
る
べ
き
な
の
に
一
人
も
な
く
、
戒
名
の
付
け
方
に
統
一
性

が
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
神
宮
寺
（
浄
土
宗
）
の
住
職
が
葬
儀

を
執
り
行
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
神
宮
寺
は
博
多
の
妙
円
寺

の
末
寺
な
の
で
、
妙
円
寺
で
戒
名
を
付
け
た
可
能
性
に
つ
い

て
も
調
査
し
た
が
、そ
れ
は
見
出
す
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。

　

主
だ
っ
た
博
多
（
崇
福
寺
・
東
長
寺
・
妙
円
寺
・
妙
楽
寺

等
）
や
近
郊
の
寺
も
調
査
し
た
が
、
昭
和
二
十
年
の
福
岡
大

空
襲
で
過
去
帳
を
焼
失
し
た
寺
が
多
く
調
査
は
困
難
を
き
わ

め
た
が
、
二
ヵ
所
の
寺
で
各
一
例
、
計
二
例
を
発
見
し
た
。

一
例
は
神
宮
寺
の
本
寺
で
あ
っ
た
妙
円
寺
で
「
秋
水
信
士
」、

あ
と
の
一
例
は
裏
粕
屋
郡
本
町
（
現
新
宮
湊
町
）
の
西
念
寺

で
「
是
体
信
士
」。
因
み
に
「
秋
水
信
士
」「
是
体
信
士
」
の

秋
、
体
の
文
字
が
一
致
す
る
戒
名
は
秋
が
五
名
、
体
が
一
名

存
在
す
る
。
製
作
時
期
は
不
明
。

　
　

ウ
．
台
座
と
三
体
の
地
蔵

　

台
座
の
上
に
あ
る
蓮
華
座
が
真
っ
二
つ
に
割
ら
れ
、
ま
た

地
蔵
の
首
が
三
体
と
も
無
い
。
恣
意
的
に
破
壊
し
た
よ
う
に

見
え
る
こ
と
か
ら
、
相
島
に
も
廃
仏
毀
釈
の
風
が
吹
い
た
の

で
は
と
考
え
て
い
た（

（（
（

。

　

相
島
で
は
死
亡
後
一
年
以
上
経
過
し
な
い
と
墓
は
作
ら
な

い
風
習
が
あ
り
、
台
座
の
建
立
時
期
は
事
故
が
発
生
し
て
か

ら
一
年
後
、
事
故
の
収
拾
も
一
段
と
落
ち
着
い
て
の
秋
の
彼

岸
頃
と
推
定
す
る
。
台
座
の
上
に
現
存
す
る
三
体
の
地
蔵
の

一
つ
が
乗
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

　
　

エ
．
扁
額
「
心
行
三
昧
」

　

扁
額
の
文
字
の
読
み
方
で
、
寺
が
浄
土
宗
に
つ
き
「
一
行

三
昧
」
か
「
二
行
三
昧
」
と
読
む
か
の
論
争
で
は
、
神
宮
寺

合同位牌と神宮寺住職
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先
代
住
職
か
ら
現
住

職
が
「
心
行
三
昧
」

と
聞
い
て
い
た
こ
と

が
判
明
し
た
の
で

「
心
行
三
昧
」
と
し

た（
（（
（

。

　

神
宮
寺
住
職
に
よ

れ
ば
、
父
か
ら
「
黒

田
公
よ
り
御
用
船
御

難
の
折
の
供
養
と
し

て
賜
っ
た
も
の
」
と

聞
い
て
お
り
、
こ
れ

は
享
保
四
年
七
月
二
十
四
日
に
御
用
船
が
破
船
し
て
い
る
こ

と
を
示
唆
し
て
い
る
。
藩
史
を
調
べ
て
も
「
御
用
船
御
難
」

は
享
保
四
年
七
月
二
十
四
日
の
大
風
の
出
来
事
し
か
な
い
。

　

扁
額
の
書
は
落
款
に
よ
り
後
述
す
る
横
田
久
平
の
手
に
よ

る
こ
と
が
分
か
る
。『
福
岡
藩
朝
鮮
通
信
使
記
録
』（
六
）「
享

保
四
己
亥
年　

朝
鮮
人
来
聘
記　

四
」
に
「
横
田
久
平　

立

花
勘
左
衛
門
家
来
、
朝
鮮
人
座
札
之
書
付
ホ
仕
候
為
御
用
御

雇
ニ
罷
越
」
と
の
記
述
が
あ
る
。
そ
の
後
に
任
官
さ
れ
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。

　
　

オ
．
神
宮
寺
の
過
去
帳

　
　
　

の
記
録

「（
略
）
往
古
国
主

黒
田
公
ヨ
リ
六
十
一

霊
追
善
ノ
為
メ
ニ
寄

附
セ
ラ
レ
シ
祠
堂
財

と
口
碑
ニ
傳
ヘ
シ
モ

（
略
）」
と
あ
る
が

そ
の
金
額
や
時
期
は

不
明
。
藩
主
黒
田
公

よ
り
賜
っ
た
祠
堂
財

の
一
部
、
六
銭
三
百
目
を
島
の
四
人
（
清
助
・
長
久
郎
・
千

太
郎
・
清
八
）
に
施
餓
鬼
料
と
し
て
貸
付
し
た
と
あ
る
。
寺

の
過
去
帳
で
こ
の
四
人
を
調
査
し
た
結
果
、
施
餓
鬼
料
を
借

り
た
時
期
は
、
黒
田
公
よ
り
賜
わ
っ
た
時
期
か
ら
遅
く
一
七

八
〇
年
か
ら
一
八
二
五
年
く
ら
い
の
間
と
思
わ
れ
る
。
こ
の

頃
、
神
宮
寺
が
島
民
へ
貸
付
を
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

　
　

カ
．
経
塔
様
・
流
れ
灌
頂

　

郷
の
先
、
先
波
止
の
先
に
島
の
人
が
「
経
塔
様
」
と
呼
ん

で
い
る
石
碑
が
あ
る
。

　

相
島
の
海
岸
に
は
昔
か
ら
よ
く
死
体
が
流
れ
着
い
た
と
い

扁額

過去帳
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わ
れ
、
流
れ

仏
を
祀
っ
た

供
養
碑
で
あ

る
と
い
う
。

海
を
向
い
て

立
ち
、
表
に

「
海
中
横
死

人 

為
追
善
」

と
刻
ま
れ
、

裏
に
「
若
者
中
」
と
あ
る
が
年
号
は
剥
離
し
て
判
読
で
き
な

い
。
そ
の
手
前
に
は
陸
を
向
い
て
一
八
七
五
年
に
建
て
ら
れ

た
「
三
界
万
霊
塔
」
が
あ
る
。
今
回
次
の
よ
う
な
仮
説
を
立

て
て
み
た
。
享
保
四
年
大
風
に
よ
る
六
十
一
人
の
溺
死
者
は

殆
ど
島
外
の
人
で
あ
り
、
博
多
・
福
岡
の
町
の
加
子
が
二
十

四
名
、
郡
か
ら
十
八
人　

士
分
を
十
一
人
と
す
れ
ば
、
百
合

越
浜
ま
で
供
養
に
行
く
に
は
当
時
、道
も
な
く
難
儀
で
あ
る
。

参
拝
し
易
い
よ
う
に
波
止
の
近
く
に
建
立
し
た
可
能
性
が
高

い
。
同
じ
よ
う
な
ケ
ー
ス
が
山
の
観
音
堂
に
見
ら
れ
る（

（（
（

。

　

八
月
に
入
る
と
神
宮
寺
の
本
堂
に
施
餓
鬼
棚
を
設
置
し
、

過
去
の
海
難
事
故
死
者
の
位
牌
を
祀
る
。八
月
十
六
日
の
夜
、

前
述
し
た
「
経
塔
様
」
の
前
で
海
難
事
故
の
犠
牲
者
を
弔
う

行
事
が
「
流
れ
灌
頂
」
で
現
在
も
続
い
て
い
る
。
今
回
、
六

十
一
名
溺
死
の
石
碑
の
史
実
を
蘇
え
ら
せ
た
こ
と
で
分
か
っ

た
。
神
宮
寺
の
合
同
位
牌
も
、
昔
か
ら
持
ち
出
さ
れ
祀
ら
れ

て
い
た
。
神
宮
寺
住
職
の
話
で
は
「
黒
田
藩
御
用
船
遭
難
」

と
の
い
い
伝
え
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
結
果
と
し
て
享
保
四
年

六
十
一
名
の
溺
死
も
含
め
海
難
事
故
を
悼
み
、
今
日
ま
で
毎

年
供
養
さ
れ
て
き
た
こ
と
が
分
か
っ
た
。

　
　

キ
．
長
井
浜
の
集
石
墓

　

新
宮
町
の
調
査
記
録
『
朝
鮮
通
信
使
客
館
跡
』
で
は
墓
が

四
基
見
つ
か
っ
た
と
あ
る
。
一
基
は
風
化
に
よ
り
墓
石
の
文

字
は
殆
ど
解
読
で
き
ず
、
わ
ず
か
に
享
保
四
年
巳
亥
年
の
年

号
だ
け
が
確
認
で
き
、他
の
三
基
は
「
斎
藤
源
治
郎
墓
」「
眞

子
市
平
之
塚
」「
鍛
冶
町
之
住
人
右
□
助
□
塚
」
と
あ
る
。

二
基
は
黒
田
藩
士
の
も
の
と
思
わ
れ
、
あ
と
の
一
基
は
福
岡

の
鍛
治
町
か
ら
出
た
水
夫
（
加
子
）
と
思
わ
れ
る
。

　

周
辺
に
、
未
調
査
の
墓
二
十
五
基
が
あ
る
と
新
宮
町
の
当

時
の
調
査
報
告
書（

６
）に
記
載
さ
れ
て
い
る
が
い
ま
だ
手
つ
か
ず

今
後
の
課
題
で
あ
る
。

　

（
２
）
人
物
か
ら
の
考
察

　
　

ア
．
八
田
玉
山

経塔様
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正
徳
三
年
（
一
七
一
三
）
生
れ
。
福
岡
藩
二
百
石
、書
家
、

儒
者
で
、
石
碑
の
碑
文
を
書
い
た
延
享
五
年
は
三
十
五
歳
で

あ
る
。
亀
井
南
冥
（
一
七
四
三
～
一
八
一
四
）
と
深
い
親
交

が
あ
っ
た
と
み
え
、
亀
井
南
冥
が
友
人
と
し
て
墓
の
碑
文
を

「
性
格
温
厚
に
し
て
、
喜
怒
哀
楽
は
現
さ
ず
、
詩
酒
と
風
月

を
好
む
、
年
六
〇
に
て
病
を
得
、
天
明
五
年
（
一
七
八
五
）、

七
十
二
に
て
城
東
の
長
圓
寺
に
眠
る
」
と
書
い
て
い
る（

（（
（

。

　
　

イ
．
竹
田
定
之
進

　

元
禄
七
年
（
一
六
九
四
）
生
れ
。
明
和
六
年
（
一
七
六
九
）

没
。
竹
田
定
直
（
号
春
庵
・
字
子
敬
）（
一
六
六
一
～
一
七

四
五
）
の
子
。
父
は
正
徳
度
の
通
信
使
来
島
の
お
り
詩
文
唱

和
を
し
て
い
る
。
八
田
玉
山
が
定
之
進
に
詩
文
の
添
削
を
乞

う
た
手
紙
が
現
存
し
、
横
田
久
兵
衛
と
の
書
簡
も
あ
る
。
扁

額
を
書
い
た
横
田
久
平
と
同
一
人
物
か
縁
戚
と
思
わ
れ
る
。

こ
れ
で
八
田
玉
山
と
竹
田
定
之
進
と
横
田
久
平
が
碑
文
・
扁

額
の
作
成
者
が
繋
が
る
こ
と
に
な
る
。

　
　

ウ
．
藩
主
黒
田
継
高

　

延
享
五
年
、
四
十
六
歳
。
藩
主
在
位
は
享
保
四
年
（
一
七

一
九
）
か
ら
明
和
六
年
（
一
七
六
九
）。
享
保
度
、
継
高
は

御
忍
び
で
相
島
に
出
か
け
た
。
そ
の
と
き
申
維
翰
と
出
会
い

申
維
翰
か
ら
絶
句
二
首
を
贈
ら
れ
て
い
る（

（（
（

。
継
高
は
通
信
使

に
は
饗
応
責
任
者
と
し
て
三
度
関
わ
っ
て
お
り
、
溺
死
者
発

生
当
時
の
最
高
責
任
者
で
あ
っ
た
。
供
養
に
は
殊
の
ほ
か
関

心
を
示
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　
　

エ
．
扁
額
を
書
い
た
横
田
久
平

　

分
限
帳
で
は
延
享
元
年（
一
七
四
四
）か
ら
大
文
字
役（
書

家
）
と
し
て
黒
田
継
高
に
仕
え
た
、
と
あ
る
が
前
述
の
如
く

享
保
度
の
朝
鮮
通
信
使
記
録
に
座
札
作
成
の
た
め
藍
島
に
出

張
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
仕
官
は
享
保
年
中
か
ら
で
あ
る
と

推
察
で
き
る
。
延
享
五
年
時
の
年
齢
は
不
明
。

　
　

オ
．
金
内
新
左
衛
門
（
初
代
）

　

金
内
家
の
庄
屋
（
触
口
）
は
三
代
続
き
二
代
目
が
隆
盛
を

誇
る
が
、
こ
の
初
代
は
享
保
十
八
年
（
一
七
三
三
）
に
触
口

に
任
命
さ
れ
、
宝
暦
五
年
ま
で
在
職
し
、
後
の
金
内
家
隆
盛

の
基
礎
を
作
っ
た
。
西
念
寺
を
莫
大
な
寄
付
金
で
延
享
四
年

（
一
七
四
七
）
に
再
興
し
た
。

　

（
３
）
ま
と
め

　

石
碑
建
立
や
藩
主
か
ら
賜
り
供
養
し
た
遺
物
か
ら
、
そ
の
時
期
を
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延
享
元
年
（
一
七
四
八
）
三
月
と
比
定
し
た
。
そ
の
理
由
は
（
１
）、

（
２
）
を
受
け
て
の
結
論
で
あ
る
。

　

拓
本
の
五
年
を
基
準
に
、
当
初
は
法
事
の
回
忌
か
ら
考
察
し
、
明

和
五
年
（
一
七
六
八
）、
五
十
回
忌
と
判
断
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が

第
十
次
の
朝
鮮
通
信
使
、
江
戸
で
の
国
書
交
換
は
延
享
五
年
で
あ
る

が
、
そ
の
年
は
七
月
に
改
元
、
つ
ま
り
相
島
来
島
時
は
改
元
前
の
延

享
五
年
四
月
で
あ
る
こ
と
か
ら
年
紀
を
変
更
し
た
。
溺
死
事
故
か
ら

次
の
通
信
使
を
迎
え
る
年
次
に
関
係
者
は
前
回
の
不
慮
の
事
故
を
弔

い
、
行
事
の
安
全
を
祈
る
気
持
ち
が
よ
り
強
く
な
る
の
が
自
然
で
は

な
い
か
と
思
う
。

　

以
下
に
述
べ
る
各
種
の
史
料
か
ら
、
延
享
五
年
（
一
七
四
八
）
の

三
月
、
饗
応
準
備
中
の
多
忙
の
中
、
石
碑
を
建
立
し
追
悼
し
た
と
の

断
定
に
至
っ
た
。

　

延
享
五
年
三
月
十
五
日
、
触
口
・
庄
屋
、
十
五
名
が
相
島
に
渡
り
、

具
体
的
に
は
浦
役
所
用
聞
二
人
、
肴
才
判
六
人
、
小
船
才
判
七
人
が

通
信
使
接
待
の
準
備
を
務
め
た
。

　

『
福
岡
藩
朝
鮮
通
信
使
記
録
』（
十
二
）

　
　
　

「
浦
記
録
八
十
一
」

官
人
来
朝
帰
帆
之
部
の
中
に
浦
々
の
触
口
庄
屋
計
十
五

人
が
、
浦
役
所
用
聞
、
肴
才
判
、
小
船
才
判
の
役
割
を

そ
れ
ぞ
れ
命
じ
ら
れ
、
糧
米
一
升
頂
い
て
い
る
。

　
　
　

「
浦
々
触
口
庄
屋
拾
五
人
、一
日
壱
人
壱
升
充
粮
米
被
下
之
」

　

多
忙
な
準
備
の
最
中
、
彼
岸
前
後
に
百
合
越
浜
ま
で
関
係
者
が
出

向
き
、
あ
ら
か
じ
め
建
立
し
て
い
た
石
碑
の
前
で
供
養
し
た
も
の
で

あ
ろ
う
。

　

追
悼
の
碑
を
触
口
の
初
代
金
内
新
左
衛
門
が
施
主
と
な
り
、
庄
屋

・
賛
同
者
の
領
民
が
建
立
し
、
黒
田
藩
主
継
高
が
死
者
を
弔
う
気
持

ち
を
も
っ
て
供
養
料
、
合
同
位
牌
や
扁
額
を
賜
り
不
慮
の
溺
死
（
殉

職
）を
追
悼
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
殉
職
し
た
侍
十
二
名
に
対
し
て
、

実
子
の
無
い
遺
族
に
は
養
子
等
に
家
を
継
が
せ
、
遺
族
の
妻
子
に
対

し
て
手
厚
い
配
慮
を
し
て
い
る
。

結
び
に
か
え
て

　

第
三
章
の
考
察
か
ら
、
台
座
は
溺
死
か
ら
一
年
前
後
、
石
碑
・
位

牌
・
扁
額
・
供
養
料
は
碑
文
を
書
い
た
玉
山
（
当
時
三
五
歳
）、
玉

山
と
交
流
し
て
い
た
竹
田
定
之
進
、
扁
額
を
書
い
た
横
田
久
平
、
藩

主
黒
田
継
高
、
触
口
の
金
内
新
左
衛
門
な
ど
か
ら
碑
の
建
立
時
期
と

他
の
事
蹟
も
延
享
五
年
の
可
能
性
が
高
い
と
比
定
し
た
。

　

新
宮
町
の
古
文
書
を
読
む
会（

（（
（

は
一
年
以
内
の
享
保
五
年
説
で
あ

る
。
こ
の
説
の
難
点
は
横
大
路
家
『
大
庄
屋
留
書
』
に
事
故
の
詳
細

や
通
信
使
関
連
を
多
数
記
し
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
石
碑
の
記
載
が
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な
い
こ
と（

（（
（

、
玉
山
の
年
齢
が
六
歳
と
幼
少
す
ぎ
て
合
わ
な
い
こ
と
、

碑
文
に
「
往
時
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
「
往
時
」
と
は
一
般
に
十
年
以

上
を
表
す
こ
と
か
ら
一
年
以
内
の
建
立
は
解
せ
な
い
。

　

こ
の
時
期
に
亡
く
な
っ
た
六
十
一
名
は
通
信
使
の
応
接
準
備
中
で

の
事
故
、
つ
ま
り
殉
職
で
あ
り
、
こ
れ
を
福
岡
藩
と
領
民
が
供
養
の

気
持
ち
を
表
し
、
そ
れ
を
毎
年
流
れ
灌
頂
で
供
養
し
て
き
た
と
確
認

で
き
た
こ
と
は
建
立
の
時
期
比
定
よ
り
も
重
要
で
は
な
か
ろ
う
か
。

そ
し
て
今
回
の
石
碑
の
拓
本
取
り
が
契
機
と
な
り
、
島
民
が
朝
鮮
通

信
使
へ
の
思
い
や
賑
わ
い
を
記
録
に
残
し
て
い
た
の
を
確
認
で
き
た

の
も
意
義
深
い
。

　

今
回
の
調
査
で
、
相
島
の
神
宮
寺
「
窟
観
音
濫
觴
記（

（（
（

」
の
記
述
に

「
朝
鮮
の
三
使
錦
帆
を
連
ね
て
此
の
島
に
泊
船
し
詩
を
謡
い
楽
を
奏

す
。
此
の
壮
大
な
る
有
様
を
見
聞
せ
ん
と
数
萬
の
人
寄
来
た
る
」
と

あ
り
当
時
の
歓
迎
の
様
子
が
窺
え
る
。
数
萬
は
過
大
と
し
て
も
島
の

人
々
が
異
国
の
文
化
に
酔
い
し
れ
た
こ
と
が
裏
付
け
さ
れ
る
貴
重
な

記
述
で
あ
る
。

　

ま
た
、
相
島
に
古
く
か
ら
伝
わ
る
祭
り
「
八
大
龍
王
祭（

（（
（

」
の
記
録

に
「「
朝
鮮
人
ハ　

十
二
月
四
日
ニ
入
津
、
同
年
二
十
六
日
に
出
帆

し
た
り
、
西
野
善
左
衛
門
八
歳
ノ
時
ナ
リ
」
を
見
出
し
た
。
日
程
か

ら
い
け
ば
宝
暦
十
四
年
（
一
七
六
四
）
の
通
信
使
来
島
に
な
る
。
ま

た
弟
十
蔵
は
朝
鮮
人
来
聘
の
た
め
の
薪
を
準
備
作
業
中
に
誤
っ
て
足

に
大
怪
我
を
負
う
。
兄
與
吉
は
身
内
の
不
幸
、
忌
中
に
つ
き
祭
り
に

は
出
て
な
ら
な
い
掟
が
あ
る
に
も
拘
わ
ら
ず
出
席
し
た
。
定
め
を
破

っ
た
災
い
か
、
給
仕
人
が
汁
物
を
與
吉
の
肩
に
掛
け
る
粗
相
が
起
き

た
。
身
内
に
忌
中
の
者
が
い
れ
ば
祭
り
に
は
参
加
し
て
は
な
ら
な
い

と
強
い
戒
め
が
あ
っ
た
。
通
常
の
生
活
の
中
に
朝
鮮
通
信
使
が
溶
け

込
ん
で
い
た
よ
う
だ
。

　

二
〇
一
一
年
『
福
岡
市
史
・
近
世
編
』
が
刊
行
さ
れ
、
相
島
の
庄

屋
長
三
郎
が
正
徳
元
年
（
一
七
一
一
）
の
通
信
使
応
接
の
内
容
を
詳

し
く
著
し
た
『
官
人
来
朝
覚
書
』
が
紹
介
さ
れ
た（

（（
（

。

　

そ
の
後
、
通
信
使
の
事
跡
が
島
民
に
伝
え
ら
れ
な
く
な
っ
た
の
は

宝
暦
十
四
年
（
一
七
六
四
）
を
最
後
に
来
島
し
な
く
な
っ
た
の
が
原

因
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
石
碑
の
碑
文
の
「
韓
使
来
聘
」
の
四
文
字

の
「
韓
」
が
他
の
字
よ
り
明
ら
か
に
削
り
取
ら
れ
た
よ
う
に
見
え
る

の
は
、
偶
然
だ
ろ
う
か
。

　

二
〇
一
三
年
の
三
月
、
波
止
場
・
井
戸
・
石
碑
が
朝
鮮
通
信
使
関

連
史
跡
・
遺
構
と
し
て
新
宮
町
指
定
有
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た（

（（
（

。

一
九
九
五
年
か

ら
の
課
題
の
二

十
五
基
の
墓
や

そ
の
他
の
遺
跡

は
い
ま
だ
未
調

査
で
あ
る
。

　

ま
た
文
化
財

石碑「韓使来聘」の文字
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に
認
定
さ
れ
た
石
碑
の
劣
化
は
著
し
く
、
そ
れ
ら
の
保
護
・
修
復
も

急
務
で
あ
る
。
将
来
、
相
島
に
通
信
使
関
連
の
資
料
館
設
立
を
め
ざ

し
多
く
の
情
報
を
発
信
し
て
い
き
た
い(((

(

。

�

（
い
ま
む
ら 

こ
う
す
け 

相
島
歴
史
の
会
）

註
（
１
）	

藤
井
甚
太
郎『
藍
島
の
信
使
』（
本
歴
史
地
理
学
会
で
の
講
演
要
録
）

一
九
一
七
年

　

（
２
）	

三
宅
英
利
『
近
世
李
朝
通
信
使
の
九
州
観
察
』
北
九
州
大
学
研
究

紀
要 

一
九
六
八
年

	

三
宅
英
利
『
近
世
日
朝
関
係
史
の
研
究
』
文
献
出
版 

一
九
八
六

年

　

（
３
）	

県
史
編
集
員
会
『
福
岡
県
史
・
通
史
編
・
福
岡
藩
・
文
化
（
上
・

下
）』
一
九
九
三
～
一
九
九
四
年

　

（
４
）	

新
宮
町
誌
編
集
員
会
『
新
宮
町
誌　

相
島
編
』
一
九
九
七
年

　

（
５
）	

高
田
茂
廣
『
朝
鮮
通
信
使
と
福
岡
藩
の
領
民
』
西
南
地
域
史
研
究　

第
一
一
輯　

一
九
九
六
年　

筑
前
五
ケ
浦
廻
船
に
関
す
る
著
書
多

数
あ
り
。
近
世
に
お
け
る
浦
研
究
の
第
一
人
者
。

　

（
６
）	

福
岡
地
方
史
研
究
会
『
福
岡
藩
朝
鮮
通
信
使
記
録
』
１
～
13
巻　

故
高
田
茂
廣
氏
が
主
宰
し
た
福
岡
地
方
史
研
究
会
古
文
書
を
読
む

会
で
八
年
余
を
か
け
て
翻
刻　

二
〇
〇
〇
年
発
行
。
二
〇
〇
一
年

福
岡
県
文
化
賞
奨
励
賞
を
受
賞
。

　

（
７
）	

新
宮
町
教
育
委
員
会
『
朝
鮮
通
信
使
客
館
跡
』
―
福
岡
県
糟
屋
郡

新
宮
町
所
在
遺
跡
の
調
査
―　

新
宮
町
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
報

告
書　

第
17
集 

二
〇
〇
〇
年　

　

（
８
）	

相
島
歴
史
の
会　

朝
鮮
通
信
使
新
宮
大
会
の
翌
年
、
二
〇
一
一
年

一
月
に
相
島
在
住
者
・
出
身
者
を
中
心
に
島
の
歴
史
の
検
証
と
活

性
化
を
意
図
し
て
設
立
。

　

（
９
）	

拓
本
を
採
っ
た
報
告
会
を
二
〇
一
一
年
一
月
に
相
島
で
実
施
、
参

加
し
て
い
た
神
宮
寺
中
澤
住
職
よ
り
、
寺
に
六
十
一
名
の
合
同
位

牌
が
あ
る
と
の
発
言
を
受
け
二
月
に
神
宮
寺
の
文
化
財
を
調
査
。

そ
の
結
果
、
合
同
位
牌
・
過
去
帳
・
扁
額
が
確
認
出
来
た
。

　

（
10
）	

事
故
の
往
時
か
ら
毎
年
八
月
一
六
日
に
「
流
れ
灌
頂
」
行
事
と
し

て
、
弔
い
続
け
て
来
た
こ
と
は
驚
き
に
値
す
る
。
此
度
合
同
位
牌

の
意
味
が
蘇
っ
た
こ
と
が
意
義
深
い
。

　

（
11
）	

石
碑
の
材
は
島
の
花
崗
岩
、
自
然
劣
化
が
著
し
く
石
の
上
部
の
文

字
が
剥
離
し
、
足
元
も
罅
割
れ
（
二
〇
〇
五
年
の
西
方
沖
地
震
の

影
響
か
）
の
状
態
で
あ
る
。

　

（
12
）	

浦
触
口
の
名
称
が
寛
延
三
年
（
一
七
五
〇
）
か
ら
大
庄
屋
に
改
称
。

『
新
宮
町
誌
』
の
触
口
は
浦
よ
り
早
く
享
保
八
年
（
一
七
三
〇
）

に
改
称
。

　

（
13
）	

台
座
。
石
碑
の
側
に
あ
り
、
頭
の
部
分
が
ほ
ん
の
少
し
出
て
い
た

の
を
、
二
十
セ
ン
チ
ほ
ど
掘
り
下
げ
て
み
た
と
こ
ろ
文
字
を
確
認
。

台
座
の
石
は
砂
岩
質
で
脆
く
保
存
困
難
。

　

（
14
）	

江
戸
詰
め
の
福
岡
藩
家
老
郡
平
馬
（
約
五
千
石
）、
大
音
六
左
衛

門
（
四
千
十
四
石
）
に
書
状
を
差
出
し
両
名
よ
り
幕
府
中
老
井
上

河
内
守
に
報
告
、
八
月
廿
八
日
黒
田
靱
負
に
宛
て
差
立
た
ず
よ
う

に
と
の
返
書
有
。
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（
15
）	

黒
田
靱
負
。
享
保
度
の
通
信
使
饗
応
の
総
責
任
者
。
野
村
太
郎
兵

衛
が
仰
せ
つ
か
る
も
体
調
不
良
で
黒
田
靱
負
に
交
代
。
黒
田
は
四

千
五
百
石
の
家
老
。

　

（
16
）	
岩
国
徴
古
館　

二
〇
一
三
年
十
一
月　

関
連
古
文
書
調
査
。
そ
の

折
に
延
享
五
年
作
「
相
島
絵
図
」
を
実
見
。
こ
の
絵
図
に
つ
い
て

は
内
密
で
あ
っ
た
か
ら
か
関
連
文
書
は
見
つ
か
ら
ず
。
記
録
に
残

さ
な
か
っ
た
可
能
性
が
高
い
。

　

（
17
）	

横
大
路
家
『
大
庄
屋
留
書
』
九
州
大
学
文
化
研
究
所　

史
料
集
刊

行
会　

福
岡
藩
糟
屋
郡　

『
九
州
文
化
史
研
究
所
史
料
集
』
二
〇

〇
〇
年　

本
史
料
は
享
保
二
年
（
一
七
一
七
）
～
元
文
五
年
（
一

七
四
一
）
ま
で
の
記
録
、
朝
鮮
通
信
使
関
連
記
述
26
ケ
所
と
多
数

あ
り
。
享
保
一
八
年
（
一
七
三
三
）
に
横
大
路
源
四
郎
が
大
庄
屋

を
命
じ
ら
れ
る
。

　

（
18
）	『
博
多
津
要
録
』
福
岡
市
櫛
田
神
社
に
あ
る
文
書
で
、
福
岡
県
指

定
有
形
文
化
財
。
三
十
七
年
間
務
め
た
原
田
安
信
（
年
代
不
明
、

江
戸
半
ば
の
人
）
の
撰
に
な
る
も
の
。
全
二
十
八
巻
。

　

（
19
）	

西
日
本
文
化
協
会
『
福
岡
藩
御
用
帳
（
二
）』
編
纂
代
表
者 
秀
村

選
三 

一
九
九
三
年

　

（
20
）	

浦
銀
、
別
名
「
溜
銀
」
と
も
い
う
、
浦
に
お
け
る
積
立
金
。

　

（
21
）	

金
内
家
の
大
庄
屋　

享
保
一
八
年
（
一
七
三
三
）
か
ら
文
政
五
年

（
一
八
二
二
）
ま
で
三
代
続
く
。
新
左
衛
門　

二
代
目
の
時
（
一

九
歳
か
ら
七
二
歳
）
五
三
年
間　

裏
粕
屋
郡
の
大
庄
屋
を
務
め
る

時
が
も
っ
と
も
隆
盛
。
筑
前
一
の
金
持
ち
と
云
わ
れ
商
船
を
持
ち

大
坂
や
京
都
と
つ
な
が
り
中
国
と
貿
易
し
財
を
な
し
た
。
西
念
寺

の
再
建
に
尽
力
す
る
。
ア
ル
ネ
カ
ラ
ン
氏
の
『
筑
前
新
宮
浦　

大

庄
屋
三
代
・
金
内
新
左
衛
門
』
に
詳
し
い
。『
西
南
地
域
史
研
究
』

第
５
輯　

一
九
八
三
年

　

（
22
）	

二
〇
一
二
年
秋
、
福
岡
市
立
博
物
館
末
吉
主
任
学
芸
員
に
よ
る
確

認
の
結
果
、
首
が
取
れ
た
の
は
地
蔵
の
材
質
が
粘
土
の
た
め
の
風

化
で
あ
り
、
廃
仏
毀
釈
に
よ
る
打
ち
壊
し
で
は
な
い
と
の
見
解
。

　

（
23
）	「
心
行
三
昧
」
従
来
の
論
で
は
、
浄
土
宗
の
教
え
で
あ
る
「
南
無

阿
弥
陀
仏
」、
念
仏
三
昧
の
「
一
行
三
昧
」
と
解
釈
し
て
い
た
が
、

今
回
新
証
言
に
よ
り
「
心
行
三
昧
」
に
変
更
し
た
。

　

（
24
）	

参
拝
し
易
い
場
所
に
設
置
し
た
例
に
山
の
観
音
堂
が
あ
る
。
従
来

穴
観
音
の
霊
場
は
人
家
か
ら
遠
く
、
そ
の
上
急
峻
な
坂
道
を
波
打

ち
際
ま
で
降
り
ね
ば
な
ら
な
い
。
参
拝
に
は
甚
だ
不
便
な
の
で
、

民
家
も
近
く
景
色
が
良
い
清
浄
の
地
に
御
堂
が
建
立
さ
れ
た
。

　

（
25
）	『
福
岡
県
碑
誌　

筑
前
之
部
』
福
岡
県
墓
誌
保
存
会
・
筑
紫
史
談

会
大
道
学
館
出
版
部
発
行　

一
九
二
九
年

　

（
26
）	

享
保
度
の
製
述
官
申
維
翰
『
海
游
録
』（
姜
在
彦
訳
）
に
黒
田
継

高
の
こ
と
を
記
述
し
た
部
分
が
あ
り
、「
余
が
倭
語
を
も
っ
て
そ

の
年
を
問
う
と
、
十
三
だ
と
言
う
。
筆
札
を
あ
た
え
て
姓
名
を
書

か
せ
る
と
「
木
村
勝
三
郎
」
と
い
う
。
余
は
桃
花
箋
一
枚
を
出
し

て
絶
句
二
首
を
写
し
、
こ
れ
を
贈
っ
た
」
と
あ
る
。

　

（
27
）	

新
宮
町
古
文
書
の
会
の
中
野
清
秀
会
長
（
当
時
）
の
説
で
文
化
財

保
護
委
員
『
提
言
』
の
中
で
述
べ
て
い
る
。
二
〇
一
二
年

　

（
28
）	「
阿
部
島
窟
観
音
濫
觴
」
神
宮
寺
。
当
時
の
住
職
が
明
和
七
年
（
一

七
七
〇
）
に
こ
の
ま
ま
で
は
云
い
伝
え
も
や
が
て
は
消
え
て
し
ま
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う
の
で
は
と
危
惧
さ
れ
『
阿
部
島
窟
観
音
濫
觴
』
を
書
写
し
た
。

　

（
29
）	『
八
大
竜
王
祭
』
毎
年
十
一
月
十
五
日
に
島
の
豊
漁
を
祈
り
、
定

ま
り
を
安
永
九
年
（
一
七
八
〇
）
に
書
写
し
て
い
る
。
そ
の
中
に

朝
鮮
通
信
使
関
連
の
記
述
が
み
え
る
。

　

（
30
）	

二
〇
一
一
年
三
月
、
福
岡
市
史
編
纂
委
員
会
に
よ
り
『
新
修　

福

岡
市
史
・
資
料
近
世
編
―
領
主
と
藩
政
』
に
正
徳
元
年
（
一
七
一

一
）、
相
島
の
庄
屋
長
三
郎
が
著
し
た
「
官
人
来
朝
覚
書
」、
通
信

使
接
待
記
録
の
翻
刻
が
紹
介
さ
れ
た
。
こ
れ
は
嘉
永
六
年
四
月
に
、

山
奉
行
山
本
惣
次
が
相
島
を
訪
れ
た
お
り
（
廻
浦
）
借
用
し
写
し

て
い
た
た
め
、
明
治
三
年
相
島
の
大
火
に
よ
る
焼
失
を
免
れ
た
。

こ
の
内
容
は
福
岡
藩
記
録
に
な
い
事
項
が
多
々
あ
り
興
味
深
い
。

相
島
庄
屋
は
通
信
使
来
島
の
た
び
に
、
次
の
通
信
使
応
接
を
円
滑

に
こ
な
す
た
め
記
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

（
31
）	

新
宮
町
文
化
財
保
護
委
員
の
提
言
書
で
、
朝
鮮
通
信
使
関
連
の
遺

跡
（
波
止
・
井
戸
・
石
碑
）
が
二
〇
一
三
年
三
月
に
町
指
定
有
形

文
化
財
に
認
め
ら
れ
た
が
、
神
宮
寺
の
合
同
位
牌
や
台
座
は
認
め

ら
れ
ず
、
今
後
の
課
題
と
な
っ
た
。

　

（
32
）	

史
料
発
掘
を
含
め
て
課
題
は
多
い
が
、
日
韓
合
同
申
請
中
の
ユ
ネ

ス
コ
世
界
記
憶
遺
産
登
録
に
繋
が
る
も
の
と
信
じ
て
相
島
歴
史
の

会
と
し
て
活
動
し
て
い
き
た
い
。

【
参
考
文
献
・
引
用
文
献
（
註
に
記
載
は
省
く
）】

　

・『
黒
田
（
続
）
家
譜
巻
之
十
九
』

　

・『
宗
家
文
書
』「
享
保
四
年
巳
亥
年　

信
使
記
録　

破
船
殞
命
之
一
件　

九
十
二
」

　

・『
長
野
日
記
』
黒
田
藩
家
臣
長
野
源
太
夫
著　

享
保
二
十
一
年
（
一
七

三
六
）
没

　

・『
吉
田
家
伝
録
』
黒
田
藩
家
臣
吉
田
式
部
治
年
著　

万
治
三
年
（
一
六

六
〇
）
生　

享
保
六
年
（
一
七
二
二
）
退
隠

　

・『
安
見
鼎
臣
弼
集
禄　

黒
田
家
譜
早
鑑
』
黒
田
藩
家
臣
安
見
鼎
臣
弼
著　

正
徳
四
年
（
一
七
一
四
）
～
寛
政
五
年
（
一
七
九
三
）

　
・『
近
世
博
多
家
伝
録
』
博
多
の
年
行
磯
野
五
兵
衛
著　

寛
文
十
二
年
（
一

六
七
二
）
～
宝
暦
七
年
（
一
七
五
七
）

　

・『
朝
鮮
通
信
使
客
館
跡
』
新
宮
町
教
育
委
員
会　

福
岡
県
糟
屋
郡
新
宮

町
所
在
遺
跡
の
調
査
―
新
宮
町
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
報
告
書　

第
17

集 

二
〇
〇
〇
年


